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河川下刻による地表起伏の変化が地下環境及び地表環境に与える影響評価技術の高度化の一環として、実際

の河川を対象とした実際の地形と地形変化シミュレーションによる仮想地形を用いた地形解析の比較・検討

結果について報告する。 
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1. 背景・目的 

高レベル放射性廃棄物の地層処分における安全評価では、評価期間が数十万年を超えることから、隆起・

侵食等による長期的な地形を含む地表環境の変遷の影響が重要となる。隆起・侵食による核種移行評価への

影響のひとつとして、河川下刻などの地形起伏の変化による地下水の流出域・涵養域の位置の変化があり、

これらは生活圏評価プロセスに影響を与える可能性がある。地形起伏の変化を検討するために種々の地形変

化シミュレーションツールが開発されているが、それらのツールで求められる仮想地形に基づき生活圏評価

などを実施する場合には、実地形と仮想地形の起伏など形状を比較し、差異を把握しておく必要がある。そ

こで、実地形と仮想地形について地形解析を実施し、地形形状などを比較・検討した。 

2. 実施内容 

地形形状の比較・検討については、地盤の隆起と河川下刻による地形起伏の形状を定量的に評価可能な、

①河川下刻の結果である河川横断面形状、②地盤の隆起を示唆する河床及び尾根の縦断形形状、及び③10項

目ある地形計測項目（地形特徴量）を統計解析し地表起伏の複雑さや流出域・涵養域を可視化した流出指標

[1, 2]に着目した。①及び②については、我が国の 11河川について河口から上流に 3km毎に片側 2km（両岸

4km）の横断面と河床と両岸のピーク標高のデータを取得し、③については 3 河川を選定し[1]の手法に基づ

き河川本流と支流を定義したうえで計測流域を区分し地形特徴量を計測しデータ化した[3]。一方、仮想地形

の作成については「地形・処分場深度変遷解析ツール」[4]を使用し、その地形を用いて①～③のデータを取

得した。その結果、実地形と仮想地形の①～③の結果を比較・検討したところ、概ね整合的な結果となった。 

3. 今後の展開 

今後は比較・検討事例を増やすとともに、ツールの改良や入力パラメータ設定にフィードバックする。ま

た、ツールを用いてタイムステップ毎の地形解析を実施し、地形の時間的変化について検討する。 
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